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会議録 

会議の名称 西東京市立学校統合協議会（第1回会議） 

開催日時 平成26年5月28日（水曜日） 午前10時から11時40分まで 

開催場所 保谷庁舎 別棟会議室 

出席者 

委員：羽豆成二、須永功、勝又俊江、髙松恵子、前田涼子、門馬晶子、菅

家淳子、藤井和美、有澤多津子、高柳徹、堀口悦子、真鍋五十鈴、細川 
雪枝、幸内悦夫、中村千佳子、屋宮茂穗、中村清敬 
事務局：坂本眞実（教育部特命担当部長）、早川礼成（教育企画課長）、

岡本範子（教育企画課長補佐(企画調整係)）、児山晃男（教育部副主幹

(教育企画課企画調整係)）福井光（教育企画課企画調整係主事） 

傍聴者 4人 

議題 

1 開会  
2 教育長あいさつ 
3 委員の依頼及び任命 
4 座長の指名（副座長の指名） 
5 自己紹介 
6 西東京市立学校統合協議会の運営について 
7 これまでの小規模校4校に関する統廃合の検討状況等について 
8 泉小学校・住吉小学校からの情報提供 
9 今後の予定について 
10 その他 
11 閉会 

会議資料の

名 称 

資料1 西東京市立学校統合協議会設置要綱 
資料2 西東京市立学校統合協議会傍聴要領 
資料3 西東京市立学校統合協議会委員名簿 
資料4 西東京市学校施設適正規模・適正配置庁内検討委員会平成24・25 
年度における小規模校4校の統廃合に関する検討経過最終報告書 
資料5 学校施設適正規模・適正配置庁内検討委員会平成24・25年度にお

ける検討結果のお知らせ【住吉小学校・泉小学校・保谷小学校・本町小学

校の統廃合について】 
資料6 平成25年度西東京市立統合協議会提言書 
資料7 泉小学校と住吉小学校の統合に当たって 
資料8 西東京市立学校統合協議会 スケジュール（予定） 

記録方法 □全文記録 ■発言者の発言内容ごとの要点記録 □会議内容の要点記録 

会議内容 
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議題1 開会 
 
議題2 教育長あいさつ 
 
議題3 委員の依頼及び任命 
江藤教育長から各委員に依頼状（学校長以外）及び任命状（学校長、副校長）を交付。 
 
議題4 座長の指名（副座長の指名） 
「西東京市立学校統合協議会設置要綱」に基づき、教育長が羽豆委員（学識経験者）を

座長に指名。その後、羽豆座長が屋宮委員（住吉小学校長）を副座長に指名。 
 
議題5 自己紹介 
各委員及び事務局の自己紹介。 
 
議題6 西東京市立学校統合協議会の運営について 
会議録は、委員の名前を伏せた上で、発言者の発言内容ごとの要点記録とし、傍聴の取

り扱いは資料2のとおりとすることに決定。 
 
議題7 これまでの小規模校4校に関する統廃合の検討状況等について 
○事務局： 
資料4から資料7までに基づき説明。 
 
○座長： 

資料について何か質問があるか。 
 
○委員： 

就学希望校調査をしたということは、行きたい学校に通えるということか。 
 
○事務局： 
就学希望校調査は今回だけでなく、今後も実施予定であり、資料5にあるとおり保谷

小・谷戸第二小以外は選択できないが、この2校に関しては通うことができる。 
 
○委員： 

この統合協議会の協議事項が資料に示されている内容に決まった理由を教えてほし

い。 
 
○事務局： 
統合に際して重要な事項については、保護者、地域の方々、客観的に見ていただくこ

とが出来る第三者、学校の先生方と皆さまと協議していくと判断し、お示しした所掌事

項にした。 
 
○委員： 

学童保育や交流事業等その他の事項について説明していただくことはないか。 
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○事務局： 
そういった事項を含め教育課程、通学路については随時報告していく予定である。ま

た、何か特定の事項の説明を希望する場合は、事前にお話しいただければ報告させてい

ただくことは可能である。 
 
議題8 泉小学校・住吉小学校からの情報提供 
○委員： 

泉小学校の歴史、行事、教育目標、教育活動等の学校の概要について説明。 
 
○委員： 

住吉小学校の歴史、行事、教育目標、教育活動等の学校の概要について説明。 
 
○座長： 

説明があった点について、何か質問があるか。 
 
○委員： 

泉小学校の「おはなしわくわく」はどういう形態で実施しているのか。 
 
○委員： 

その日を5時間授業とし、放課後の時間に実施している。全ての児童が参加してい

る。 
 
○委員： 
それ以外に読み聞かせ活動は実施しているのか。 

 
○委員： 

実施していない。 
 
○委員： 
住吉小学校の保谷高校との連携で、高校生が児童に個別指導を行っているという話が

あったが、改めて説明をお願いしたい。 
 
○委員： 

昨年度以前は全員に対して行っていたが、昨年度からはもう少し指導が必要な児童に

対し高校生が教えるようにしている。教える時間はいわゆる放課後の時間であるが、児

童に残ってもらうような形になっている。 
 
○委員： 

ある水準に達していないお子さんたちをメインにしており、少人数で横に高校生が来

て教えているのですごく分かりやすい。水泳指導についても高校生に教えていただい

て、泳げるようになった例もある。 
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○委員： 
高校生にとっても良いのではないかと感じた。 
 
○座長： 

小・中の連携というのは良く聞くが、高校との連携は珍しい。特色のある大変良い教

育活動だと思われる。 
 
議題9 今後の予定について 
○事務局： 
資料8に基づき説明。 
 
○座長： 

資料について何か質問があるか。 
 
○委員： 

資料に記載以外の事項については、今後検討していく余地があるのか。 
 
○事務局： 
内容により、皆様に検討、報告していく形となる。資料にはあくまでも目安として記

載させていただいた。 
 
○座長： 

必要に応じて準備していただくこととなる。 
 
○委員： 

学校については今回紹介していただいたが、保護者組織や地域の関わりについても紹

介していただきたい。 
 
○事務局： 
次回くらいには各組織の活動内容等を紹介する機会を作りたい。 

 
○座長： 

適切な情報をぜひお伺いしていきたい。 
 
議題10 その他 
○事務局： 

次回会議については日程調整ができ次第連絡させていただく。 
 
閉会 

 


